
国立大学法人運営費交付金の全体イメージ(令和3年度予算案)
令和2年度予算

共通政策課題分
307億円

基幹経費分
9,220億円

機能強化促進分
340億円

機能強化促進係数影響額（0.8～1.6%）100億

成果を中心とする実績状況に基づく配分
（共通指標）
850億円

共通政策課題分
335億円

成果を中心とする実績状況に基づく配分
（共通指標）
1,000億円

重点支援評価に基づく配分
200億円

・共同利用・共同研究拠点の強化
・学術研究の大型プロジェクトの推進
・数理・DS・AI教育の全国展開
・教育研究基盤設備の整備

等

第３期
算定ルール
に基づき拠出
（約100億円）

重点支援評価に基づく配分
（各大学のＫＰＩ）

250億円

＜1兆807億円＞

基幹経費化
（150億円）

特殊要因運営費交付金
940億円

特殊要因運営費交付金
881億円

法人化時の各法人の学生数・
教員数等の規模を踏まえ配分

第3期中期目標期間中の各
法人の機能強化の方向性に

応じた重点支援
[有識者の評価等に基づき配分]

高等教育に共通する
政策課題への対応

[有識者の評価等に基づき配分]

退職手当等の
国が措置すべき義務的経費

令和3年度予算(案)

学長裁量経費
400億円

学長裁量経費
400億円

＜1兆790億円＞

基幹経費分
9,273億円

機能強化促進分
302億円

このほか、令和２年度第3次補正予算(案)において
・基盤的設備整備 ：100億円
・最先端研究基盤整備：102億円 を計上
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資料２－２
第４期中期目標期間における国立大学法人運営費
交付金の在り方に関する検討会（第４回）

R3.1.26

【参考】 評価対象経費の変遷
R1年度 R2年度 R3年度

共通指標 ：700億円 850億円 1,000億円
重点支援評価：300億円 250億円 200億円


